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前年会計　佐々木啓充 君

・会費の納入期限は７月15日までです。まだお済みでない方はお振
込をお願いいたします。
・夏祭り家族例会の協賛を引き続き募集しております。
　協賛いただける方は、幹事間木野、もしくは新木院長の鈴木委員
長までご一報の上パレスグランデールのフロントまで品物を持ち
込みお願いいたします。
・米山奨学金・米山学友セミナーが７月19日土曜日に開催予定です。
３年未満の会員様も対象です。ファックスにて募集いたします。
大変勉強になりますので、奮ってご参加お願いいたします。
・次回例会は７月15日火曜日に七日町ワシントンホテルにて開催予
定です。
　食事内容：カツカレーとポテトサラダ。スタミナ補給の機会とし
てぜひご参加ください。
・幹事とのLINE未登録の方は、ぜひご登録をお願いします。

前年度の支払いで清算終わっていないものあれば、連絡ください。

例会場：パレスグランデール 司会進行（SAA）：瀬野　敏和 君
点　鐘：PM  12：30　奥村　健二 会長 ロータリーソング：「奉仕の理想」

会長挨拶 　皆さんこんにちは。本日は委員会方針
発表二回目です。委員長の方は宜しくお
願いします。私は昭和32年生まれで、８
月で68歳になります。父の話をさせてく
ださい。父は志願して軍に入隊してシベ
リア抑留され戦後帰国して母と結婚して
９才違いの姉と６才違いの兄と私が生ま
れました。
　父の話で一番印象に残っているのは、
ロシア軍に抑留され身体検査の時、指示
された所持品を出す時でした。ほかの日
本兵はロシア語が分からないのでもたつ

いている中、父は言われたものを的確に提示したそうです。そ
こで「お前は言葉がわかるのか？」と聞かれ有無を言わさずコッ
クを担当させられたそうです。生き残ったほかの日本兵は栄養
失調で帰国するなか、父は太って帰ってきました。口癖は困難
にあったら最悪を考えて行動しろ。ということでした。
　ロータリークラブは、1905年２月23日にアメリカ合衆国イ
リノイ州シカゴで、弁護士のポール・ハリスによって設立され
ました。当時のシカゴは商道徳が低下し、不道徳な社会状況に
ありました。そこでハリスは、信頼できる職業人同士が交流し、

友情を育む場としてロータリークラブを考案しました。
　「ロータリー」という名前は、初期のクラブがメンバーの事務
所を輪番制（ローテーション）で会場として使用していたことに
由来しています。歯車がシンボルマークになっているのも、こ
の輪番制にちなんでいます。設立当初は「職業奉仕（会員の職業
倫理を高めること）」に重点を置いていましたが、その後「社会
奉仕」と「国際親善」へと活動を広げていきました。ロータリー
の目的は、「意義ある事業の基礎として「奉仕の理念」を奨励し、
これを育むこと」とされています。
　ロータリークラブは急速に全米に広がり、その後、カナダや
イギリスなど世界中に拡大しました。1922年には「国際ロー
タリー」と改称され、現在では200以上の国と地域に３万3000
近くのクラブがあり、約120万人の会員がいます。日本におい
ては、1920年（大正９年）に当時の三井銀行重役であった米山
梅吉らが東京ロータリークラブを創立し、翌1921年に国際
ロータリーから855番目に認証されました。戦時中に国際ロー
タリーから脱退した時期もありましたが、戦後に復帰し、目覚
ましい発展を遂げています。どこに行くにも常にバッジを付け
て出かけてください。若い人は何の団体かわかりません。自慢
ではなく社会に告知するように説明解説しましょう。よろしく
お願いします。

　ニコニコBOX　渡邉　清則 君
奥村　健二君　本日の委員会方針発表よろしくお願いいたします。
伊藤　健二君　委員会方針発表させていただきます。よろしくお願いします。
池田　　等君　妻の誕生祝のお花ありがとうございました。

委員会報告

鉄　　浩二君　妻の誕生祝のお花ありがとうございました。
浅野　裕幸君　７月４日夕方の『やままる』に弊社のミャンマーの従

業員が出演しました。
中村　　篤君　委員会方針発表させていただきます。よろしくお願いします。
伊勢　和正君　委員会方針発表させていただきます。よろしくお願いします。
土田　貴英君　委員会方針発表させていただきます。よろしくお願いします。
高梨　徹也君　子供がテレビでインタビューを受けました。山形県

支部長職終了しました。
寺﨑　利彦君　委員会方針発表させていただきます。よろしくお願いします。
間木野仁美君　本日の委員会方針発表よろしくお願いいたします。
鈴木　孝幸君　委員会方針発表させていただきます。よろしくお願いします。
渡邉　清則君　本年、ニコニコBOXよろしくお願いします。
菊川　　明君　委員会方針発表させていただきます。よろしくお願いします。
武田寿美男君　委員会方針発表させていただきます。よろしくお願いします。

今年度山形南RC会長を拝命しました奥村です。
来年４月の中津RCとの京都旅行、みんなで行
きましょう。

今年度山形南RC会長を拝命しました奥村です。
来年４月の中津RCとの京都旅行、みんなで行
きましょう。

奥村　健二 君
株式会社奥村油店　代表取締役



本日出席・前回修正出席
会員総数

本　　日
前回修正

算出会員数 出席会員数 出席率
４６名 ３０名

常任委員会及び小委員長発表
管理運営委員会

委員長　土田　貴英 君　
　奥村会長の「地域への奉仕を実現できるように、感謝のエネル
ギーを拡散しましょう」という方針を強く意識し、出席委員会、親

睦委員会、プログラム委員会、姉妹クラブ委員会と共に、クラブ運営の品質向上
を図ります。
出席委員会：フードロス削減に積極的に取り組み、持続可能なクラブ運営を目指

します。
親睦委員会：奥村会長が重視する会員間の「感謝のエネルギー」を育み、促進する

ため例会や記念日のお祝いを積極的に行います。
プログラム委員会：奥村会長の「多様な視点と学びの機会提供」という考えを反映し、会

員卓話を含む、卓話者の選定を計画的に行い、知的好奇心を刺激す
るプログラムを提供します。

姉妹クラブ委員会：中津RCとの合同交流会を会長の名のもとに、より一層充実した内容
で計画し、両クラブの絆を深めます。

　奥村会長の方針を活動の指針とし、各委員会が連携して、クラブ運営の基盤を
より強固なものにし、会員が誇りを持てるクラブ運営を目指します。皆様ご協力
お願いいたします。

出席小委員会
間木野幹事代読　

　会員同士の親睦を深め、積極的な情報交換を行うことのできる例会への出席は、
ロータリークラブ活動の基礎であり、また奥村会長の掲げた「地域への奉仕を実現
できるように、感謝のエネルギーを拡散しましょう」の実現に向けて、「地域への
奉仕」について会員間で話し合う貴重な場でもあります。
　出席委員会は、会員の皆様が「地域への奉仕」について話し合う場である例会に
出席しやすい環境を整え、出席率の向上を目指すとともに、社会全体で取り組む
べき課題であるフードロス削減に向け、引き続き地域社会の模範となるべくその
削減に取り組みます。

親睦活動小委員会
委員長　鈴木　孝幸 君　

　2025～2026年度会長方針「地域の幸せを実現できるように、
感謝のエネルギーを拡散しましょう」に基づき、南クラブ会員同士、

そしてご家族との深い親睦と感謝を共有できる活動を展開してまいります。
　親睦活動委員会では、笑顔や温もりを感じられる企画を通して、会長方針にも
ありました会員増強計画「３.３.３」の実現も大きな目標であることから、親睦活動
においても新入会員・若手会員が溶け込みやすい雰囲気づくりを意識し、全世代
が参加しやすい例会を心がけてまいります。
■活動方針
　１．会員同士の絆を深め、感謝と喜びを共有できる例会の開催
　２．ご家族・地域の皆様ともつながる開かれた親睦活動の推進
　３．他クラブとの合同例会など、新たな交流を生む取り組みの実施
　４．ロータリーらしい礼節と格式を重んじた節目の例会の企画

プログラム小委員会
委員長　伊勢　和正 君　

　奥村会長の方針である「地域への公共奉仕実現に資する卓話や難
しい経済環境下においてのロータリークラブ活動のヒントになる

卓話」を基本とした講演選択を考えて参ります。以下は先に前もって開催したプロ
グラム委員会での講師素案です。
①認知症の出前講座 山形市長寿支援課様　②令和の米騒動 山形イブニングRC 
高橋会員様　③創建150年里の宮湯殿山神社 渋谷大樹様　④南RC鈴木利明会員 
帯状疱疹について　⑤上山市おかげさま文房具店 土屋稚（わか）様 お店の事と奇
習加勢鳥について　⑥歴史探訪 山形商工会議所 花谷賢一様　⑦南RCタケダ花店 
武田会員　⑧オリンピックで 山形市議会議員武田さとし様　⑨参議院議員 芳賀
道也様　⑩今後の山形 きらやか銀行頭取 西塚英樹様　⑪つちや整形外科のリハ
ビリの先生　⑫南RC浅野会員 アレルギー食品あれこれ　⑬所蔵美術品について 
山形美術館 大澤館長　⑭千年の法灯と秘仏について 山寺立石寺住職・山寺観光
協会会長 清原正田様　⑮酒田商工会議所 加藤総業社長 加藤聡様 庄内地区風力
発電の現状　⑯市立病院済生館 済生館 事務局長 新生済生館構想　⑰2026年秋、
新市民会館いよいよ着工 市村工務店社長 市村清勝様　⑱⑲奥村会長推薦の卓話
者２名　⑳ほかに皆様から推薦があった方。
＊日程等を含めまだまだ未定のところがありますが、今後委員会を開催し検討し
　て参ります。

姉妹クラブ小委員会
委員長　菊川　　明 君　

　前年度は蔵王温泉つるやホテルにて中津RCと交流例会が実施
され、更に交流ゴルフコンペin福岡及び交流ゴルフコンペin仙台

と楽しい交流がなされました。今年度は奥山会長の意向をふまえて下記の活動を
計画してゆきたいと思います。
〈活動計画内容〉
①令和８年４月18日㈯～ 19日㈰中津RCとの交流
「都おどり」in京都を実花する。４月17日から２泊３日コースと４月18日から１
泊２日コースを計画している。
②有志会員によるゴルフ交流会を実施する。以上

公共イメージ委員会
委員長　高梨　徹也 君　

１．基本方針
　ロータリーの理念と奉仕活動の価値を、地域社会・一般

市民・若年層に広く伝えることで、ロータリーの公共イメージを向上させ、
会員増強と持続可能な奉仕活動の基盤強化につながる活動を行います。
　当委員会は二つの小委員会で構成されております。一つは、会報・資料
小委員会であり、主にロータリーブランドの認知度向上を図ってまいりま
す。もう一つは、雑誌・広報小委員会であり、会報を通じて内外へロータリー
の魅力の発信を図るとともに、SNSを活用した対外広報も行ってまいります。
２．重点目標
　１．ロータリーブランドの認知度向上
　２．地域社会との関係強化
　３．若年層・次世代へのアプローチ

会報・史料小委員会
委員長　伊藤　健二 君　

　今年度奥村会長の掲げる「地域への奉仕を実現できるよ
うに、感謝のエネルギーを拡散しましょう」の実現に向け

て、クラブ内外への情報発信力の強化に努めます。
　会報は例会における重要事項を正確に記録・記載することを大前提とし
ながら、例会時の楽しい雰囲気が伝わる紙面づくりを行います。また、会
員だけではなくクラブの活動を地域社会に向かって広げる一助となるよう
作成して参ります。

雑誌・広報小委員会
委員長　武田寿美男 君　

　奥村会長のテーマである「地域への奉仕を実現できるよ
うに、感謝のエネルギーを拡散しましょう」そして３year 

rolling goalsは会員増強を基本にしております。これに沿って高梨徹也広
報大委員長の指導の下、活動してゆきます。
○「ロータリーの友」「ガバナー月信」はロータリーの知識や動きを知る最良
の情報誌です。重要な記事を会員の皆さんにお知らせします。

○会員増強委員会と協力して「山形南RC入会案内」をつくり増強やPR活動に
利用します。

○マスメディアに対する働きを強めロータリーの知名度や認知度の向上に
務めます。

○マスコミ関係者の卓話、実施。
○ロータリー情報委員会と一緒に、ファイヤーサイドーティングの企画、運営。

奉仕プロジェクト委員会
委員長　寺﨑　利彦 君　

　奉仕プロジェクト委員会は、５つの小委員会で構成され
ています。五大奉仕の４つを担当するということで、大変

重責でありますが、一年間よろしくお願いいたします。
　５つの小委員会はニコニコBOX小委員会（渡邉清則委員長）・職業奉仕小
委員会（柿沼正人委員長）・社会奉仕小委員会（本夛光一郎委員長）・国際奉
仕小委員会（稲村佳宏委員長）・青少年奉仕小委員会（谷口義洋委員長）のも
と総勢12名の委員会です。奥村会長のテーマである「地域への奉仕を実現
できるように、感謝のエネルギーを拡散しましょう」に基づき委員会活動を
展開していきます。それぞれの委員会が年次計画に基づいて、実行できる
よう微力ながら委員の皆様と一緒になって努めて参りたいと思います。ま
た、委員会を年間数回開催し、それぞれの活動計画に対して意見交換をし
ながら、また親睦を深めていきたいと考えております。今年度一年間、会
員の皆様方のご協力よろしくお願いいたします。

中長期検討委員会
委員長　中村　　篤 君　

〈方針〉
　創立60周年に向けたクラブの将来像と現在抱える様々

な課題について、経験豊富な委員で検討・協議をすすめ、クラブに対して
提言していきます。
〈計画〉
●会員増強３年計画「３.３.３（トリプルスリー）」達成に向けた連携・働きか
けをすすめる

●上期と下期に会長、幹事参加のもと検討・協議する委員会を開催する
●クラブの抱える課題（出席率、会員構成、財政構造、リーダー育成）につ
いて検討し改善策を策定する

●下期にクラブに対して提言を行なう


